
【
ご
み
・
し
尿
】

ご

み
収
集
は
、
収
集
車
が
進

入
可
能
で
要
請
が
あ
っ
た

避
難
所
の
み
行
っ
て
い

る
。
処
理
施
設
が
停
電
の

た
め
、
一
般
家
庭
の
排
出

ご
み
は
当
分
の
間
、
収
集

で
き
な
い
。
集
積
所
に
は

出
さ
な
い
こ
と
。
し
尿
処

理
も
要
請
が
あ
っ
た
避
難

所
の
み
行
っ
て
い
る
。

【
ペ
ッ
ト
の
取
り
扱

い
】

避
難
所
生
活
の
人

で
ペ
ッ
ト
の
世
話
が
困
難

な
場
合
は
、
気
仙
沼
保
健

所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
預

か
る
。
犬
、
猫
合
わ
せ
て

二
十
匹
で
終
了
。

【
金
融
機
関
】

仙
北
信
用
金
庫
は
緊
急

対
応
の
照
会
窓
口
電
話
番

号
を
設
置
し
た
。
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
３

２
・
３
０
１
４
ま
た
は
、

中
田
支
店(

電
話
０
２
２

０
・
３
５
・
２
１
０
０)

ま
で
。
受
け
付
け
は
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

気
仙
沼
市
魚
町
の
蔵
元

｢

男
山
本
店｣

で
二
十
二

日
、
地
震
津
波
被
害
を
ま

ぬ
が
れ
た
日
本
酒
・
蒼
天

伝
の
し
ぼ
り
作
業
が
行
わ

れ
た
。
菅
原
昭
彦
社
長
は

｢

災
害
を
経
験
し
た
酒
。

気
仙
沼
の
復
興
の
証
し
と

し
て
世
に
出
し
た
い｣

と

話
し
て
い
る
。

同
店
で
は
今
月
四
日
、

酒
蔵
の
タ
ン
ク
二
本
に
も

ろ
み
を
仕
込
ん
で
発
酵
さ

せ
て
い
た
。
今
回
の
大
津

波
で
自
宅
と
資
材
倉
庫
は

被
害
を
受
け
た
が
、｢

酒

蔵
は
無
事
で
し
た
。
こ
ん

な
時
に
酒
な
ん
て
�
と
も

考
え
ま
し
た
が
、『

頑

張
っ
て
。
明
る
い
話
題
を

提
供
し
て
ほ
し
い』

と
の

応
援
を
受
け
て
造
る
こ
と

に
し
ま
し
た｣

と
菅
原
社

長
。多

く
の
協
力
を
得
て
タ

ン
ク
か
ら
し
ぼ
り
機
に
酒

を
送
る
電
源
も
確
保
し

た
。
三
千
㍑
の
タ
ン
ク
二

本
か
ら
は
一
升
瓶
で
二
千

本
弱
の
日
本
酒
が
で
き
る

と
い
う
。

菅
原
社
長
は｢

フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
香
り
で
、
口
当

た
り
は
ソ
フ
ト
だ
が
切
れ

が
あ
る｣

と
し
、
本
来
な

ら
こ
れ
か
ら
加
熱
処
理
や

瓶
詰
め
作
業
に
移
る
。
そ

の
瓶
も
津
波
で
流
さ
れ
て

し
ま
っ
た
が
何
か
方
法
を

考
え
た
い
�
と
タ
ン
ク
を

見
つ
め
な
が
ら
力
強
く
話

し
て
い
る
。

藤
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
し

尿
処
理
場
。
一
般
家
庭
は

赤
岩
大
滝
、
長
柴
、
大
石

倉
、
前
田
、
高
前
田
、
迎

前
田
、
四
十
二
、
羽
田
、

上
羽
田
、九
条
、
後
九
条
、

田
中
、
猿
掛
、
大
曲
、
舘

山
二
丁
目
、
茗
荷
沢
、
所

沢
、
田
柄
、
岩
ケ
崎
、
川

原
崎
、
田
尻
沢
、
切
通
、

田
谷
前
、
四
反
田
、
田
中

前
の
一
部
の
地
域
。

東
北
電
力
気
仙
沼
営
業

所
に
よ
る
と
二
十
一
日
ま

で
に
、
気
仙
沼
市
内
の
約

四
万
二
千
戸
の
う
ち
約
一

万
千
戸(

約
二
六
％)

が

復
旧
し
た
。
南
三
陸
町
は

戸
倉
の
一
部
約
百
五
十
戸

に
送
電
し
た
。

十
一
日
の
地
震
と
津
波

で
気
仙
沼
市
と
南
三
陸
町

で
合
わ
せ
て
延
べ
五
万
三

千
戸
が
停
電
。
二
十
日
現

在
も
約
四
万
五
千
四
百
戸

(

気
仙
沼
市
三
万
四
千
九

百
戸
、
南
三
陸
町
一
万
五

百
戸)

が
停
電
し
て
い

る
。気

仙
沼
営
業
所
管
内
は

鹿
折
、
岩
井
崎
、
津
谷
、

松
岩
、
志
津
川
の
五
つ
の

変
電
所
が
あ
る
が
、
冠
水

や
鉄
塔
倒
壊
な
ど
で
現
在

は
松
岩
の
み
稼
働
。
配
電

線
二
十
ル
ー
ト
の
う
ち
、

被
害
の
少
な
か
っ
た
五
つ

の
ル
ー
ト
で
避
難
所
や
浄

水
場
、
病
院
な
ど
重
要
施

設
へ
の
電
力
供
給
を
行
っ

て
い
る
。
松
岩
変
電
所
も

地
震
の
影
響
で
四
分
の
一

の
電
力
し
か
送
電
で
き
な

い
。同

営
業
所
で
は｢

津
波

の
影
響
で
復
旧
車
両
が
入

れ
ず
、
作
業
が
で
き
な
い

場
所
も
多
く
、
復
旧
ま
で

に
は
長
期
間
掛
か
る
が
、

秋
田
、
山
形
、
仙
台
か
ら

応
援
が
来
て
い
る
の
で
、

全
力
で
作
業
に
当
た
り
た

い｣

と
話
し
て
い
た
。

二
十
一
日
に
送
電
復
旧

し
た
主
な
施
設
は
国
道
四

五
号
田
中
ト
ン
ネ
ル
、
齊

津
波
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
気
仙
沼
港
に
二
十

二
日
、
地
元
近
海
マ
グ
ロ

は
え
縄
船
・
第
11
八
幡
丸

(

佐
藤
満
広
漁
労
長
・
一

一
九
㌧)

が
入
港
し
、
神

奈
川
県
の
三
崎
港
で
積
ん

だ
救
援
物
資
を
届
け
た
。

震
災
後
に
救
援
物
資
を

積
ん
だ
船
が
気
仙
沼
港
に

着
い
た
の
は
四
隻
目
。
今

月
六
日
に
出
港
し
た
同
船

は
、
震
災
後
に
漁
を
切
り

上
げ
、
家
族
の
安
否
を
確

認
す
る
た
め
に
い
っ
た
ん

帰
港
。
日
か
つ
漁
協
が
集

め
た
物
資
を
積
み
込
む
た

め
、
十
八
日
に
三
崎
に
向

か
っ
て
い
た
。

午
前
十
一
時
前
に
気
仙

沼
魚
市
場
に
着
岸
し
た
船

か
ら
は
、
灯
油
な
ど
の
燃

料
を
は
じ
め
、
自
転
車
、

衣
類
、
食
料
な
ど
が
次
々

運
び
出
さ
れ
、
自
衛
隊
車

両
に
積
み
込
ま
れ
た
。

佐
藤
漁
労
長
に
よ
る

と
、
三
崎
か
ら
気
仙
沼
ま

で
は
通
常
四
十
時
間
弱
か

か
る
が
、
沖
合
約
二
百
㌔

ま
で
広
が
っ
て
い
る
漂
流

物
や
福
島
原
発
を
避
け
て

遠
回
り
し
た
た
め
、
十
時

間
ほ
ど
長
く
か
か
っ
た
と

い
う
。

乗
組
員
の
中
に
は
家
族

の
行
方
が
い
ま
だ
に
分
か

ら
な
い
人
も
い
る
。
変
わ

り
果
て
た
気
仙
沼
港
の
姿

に
、
佐
藤
漁
労
長
は｢

言

葉
に
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど

の
シ
ョ
ッ
ク
。
一
日
も
早

く
こ
こ
で
水
揚
げ
が
で
き

る
よ
う
願
う｣

と
話
し
て

い
た
。

こ
の
日
は
出
張
先
の
東

京
で
震
災
の
た
め
足
止
め

さ
れ
て
い
た
船
会
社
・
八

幡
水
産
の
村
上
純
一
社
長

も
乗
船
し
、
震
災
後
初
め

て
気
仙
沼
入
り
。｢

気
仙

沼
港
を
再
建
す
る
た
め
、

み
ん
な
で
着
々
と
や
っ
て

い
く
し
か
な
い｣

と
時
折

声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
話

し
た
。

一
方
、
気
仙
沼
港
に
は

震
災
後
、
漁
を
途
中
で
切

り
上
げ
た
地
元
近
海
船
が

家
族
の
安
否
を
確
認
す
る

た
め
に
続
々
と
入
港
。
二

十
日
に
帰
港
し
た
第
８
福

洋
丸
の
菅
原
勇
一
漁
労
長

は｢

自
宅
が
被
害
を
受
け

た
乗
組
員
は
多
い
。
出
港

の
見
通
し
も
立
た
な
い｣

と
不
安
そ
う
に
話
し
た
。

県
は
震
災
被
害
を
受
け

た
沿
岸
部
を
中
心
に
仮
設

住
宅
の
建
設
を
進
め
る
方

針
で
、
こ
れ
ま
で
全
国
プ

レ
ハ
ブ
建
築
協
会
に
対
し

て
一
万
戸
の
建
設
を
要
望

し
て
い
る
。

被
災
し
た
各
市
町
で
五

十
〜
百
戸
の
仮
設
住
宅
建

設
に
着
手
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
気
仙
沼
で
は
市

有
地
で
あ
る
市
民
運
動
公

園
と
気
仙
沼
中
学
校
校
庭

の
二
カ
所
に
建
設
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

早
け
れ
ば
今
月
中
に
も

着
工
さ
れ
る
見
通
し
で
、

二
十
一
日
に
は
同
建
設
協

会
の
会
員
ら
が
気
仙
沼
を

訪
れ
、
現
地
視
察
し
た
。

五
月
ご
ろ
の
完
成
を
見
込

ん
で
い
る
と
い
う
。

市
内
で
は
約
一
万
五
千

八
百
人(

二
十
一
日
午
後

六
時
現
在)

が
避
難
所
生

活
を
続
け
て
お
り
、
仮
設

住
宅
の
需
要
は
多
く
、
入

居
希
望
者
は
殺
到
す
る
も

の
と
み
ら
れ
る
。
市
で
は

｢(

入
居
ま
で
に
は)

希
望

者
を
対
象
と
し
た
説
明
会

や
意
向
調
査
な
ど
の
手
続

き
が
あ
る
。
入
所
規
定
な

ど
県
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い｣

と
話
し
て
い
る
。

市
立
病
院
で
は
二
十
二

日
か
ら
眼
科
、
耳
鼻
科
、

小
児
科
、
歯
科
の
四
診
療

科
の
外
来
診
療
を
始
め
た

(

受
付
は
午
前
八
時
〜
、

診
療
開
始
は
同
九
時
〜)

。

二
十
五
日
に
は
村
井
嘉

浩
知
事
が
気
仙
沼
入
り

し
、
気
仙
沼
、
本
吉
、
唐

桑
三
地
区
の
避
難
所
の
状

況
な
ど
を
現
地
視
察
す

る
。二

十
一
日
午
後
六
時
現

在
の
市
内
の
死
者
数
は
四

百
九
十
人
、
行
方
不
明
者

は
六
百
七
十
九
人
。
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東
北
関
東
大
震
災
か
ら
十
一
日
が
過
ぎ
た
二
十
二
日
、
気
仙
沼
・
本
吉
地
方
で
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
作
業
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
電
気
は
約
一
万
一
千
世
帯
に
行
き
渡
り
、
給
水
範
囲
も
徐
々
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
県
が
沿
岸
部

を
中
心
に
進
め
て
い
る
仮
設
住
宅
の
建
設
は
、
市
内
で
も
早
け
れ
ば
今
月
中
に
着
工
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
ま
た
市
内
の
中

学
校
で
は
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
ら
が
ふ
る
さ
と
の
復
興
に
向
け
て
力
強
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。

������������ ���������			


������

�
�
�
�
�
�
�
�
	

��
��
��

��
��

��
��

		


�
	
�


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
 
!
"
�
#
$
%
&

第11八幡丸から運び出される救援物資

'
(
�
)
�

��*

｢蒼天伝｣ のしぼり作業



市
総
合
体
育
館｢

ケ
ー
・

ウ
エ
ー
ブ｣

を
訪
れ
、
厳

し
い
避
難
生
活
を
送
る
市

民
の
様
子
な
ど
を
カ
メ
ラ

に
収
め
た
。

取
材
に
訪
れ
た
の
は
、

｢

ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ｣

の

シ
リ
ア
人
カ
メ
ラ
マ
ン
と

東
京
駐
在
の
日
本
人
記
者

二
人
。
気
仙
沼
市
南
郷
在

住
で
、
市
小
さ
な
国
際
大

使
館
館
長
の
ア
ブ
ド
ラ
・

ム
ザ
フ
ァ
ー
さ
ん
の
仲
介

に
よ
る
も
の
で
、
ム
ザ

フ
ァ
ー
さ
ん
の
母
国
で
あ

る
ク
ウ
ェ
ー
ト
で
も
連
日

ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
東
北

関
東
大
震
災
の
様
子
が
報

道
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

｢

甚
大
な
被
害
を
受
け

た
気
仙
沼
の
惨
状
を
全
世

界
に
伝
え
た
い｣

と
市
内

で
の
取
材
活
動
を
続
け
て

い
る
。

ム
ザ
フ
ァ
ー
さ
ん
は
気

仙
沼
の
惨
状
を
母
国
へ
訴

え
る
た
め
、
二
十
三
日
に

も
ク
ウ
ェ
ー
ト
へ
一
時
帰

国
。
国
王
に
気
仙
沼
市
へ

の
支
援
を
直
接
要
請
す
る

と
い
う
。

地
震
・
津
波
被
害
の
惨

状
を
伝
え
よ
う
と
、
海
外

の
マ
ス
コ
ミ
も
取
材
の
た

め
、
続
々
と
気
仙
沼
入
り

し
て
い
る
。
二
十
一
日
に

は
、
中
東
の
国
営
Ｔ
Ｖ

｢

ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ｣

の

記
者
が
避
難
所
の
気
仙
沼

気
仙
沼
市
内
の
小
・
中

学
校
で
は
、
延
期
し
て
い

た
卒
業
式
が
行
わ
れ
て
い

る
。
き
の
う
二
十
二
日
に

は
小
学
校
二
校
、
中
学
校

五
校
で
行
わ
れ
、
卒
業
生

が
災
害
に
負
け
ず
、
明
る

い
未
来
を
切
り
開
い
て
い

く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
気
仙
沼
中

(

齋
藤
一
校
長)

で
は
、

体
育
館
が
避
難
所
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
多
目
的

ホ
ー
ル
で
式
典
を
挙
行
。

震
災
犠
牲
者
へ
の
黙
祷
に

続
い
て
齋
藤
校
長
が
一
人

一
人
に
卒
業
証
書
を
手
渡

し
た
。

齋
藤
校
長
は
、
三
年
生

は
百
十
人
全
員
が
無
事

だ
っ
た
が
、
遠
く
の
親
戚

に
身
を
寄
せ
て
卒
業
式
に

出
席
で
き
な
か
っ
た
生
徒

も
い
る
こ
と
な
ど
を
報

告
。
そ
の
上
で｢

多
く
の

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
中
、

自
分
た
ち
が
生
き
残
っ
た

意
義
を
よ
く
考
え
て
ほ
し

い
。
今
は
壊
滅
的
だ
が
、

皆
さ
ん
の
手
で
気
仙
沼
の

未
来
を
切
り
開
い
て
。
今

日
は
そ
の
ス
タ
ー
ト
の

日｣

と
式
辞
を
述
べ
た
。

こ
の
後
、
最
後
の
学
年

行
事
が
行
わ
れ
、
恩
師
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て

｢

仰
げ
ば
尊
し｣

と

｢

旅
立
ち
の
日
に｣

を

歌
っ
て
三
年
間
の
中
学
校

生
活
を
締
め
く
く
っ
た
。

熊
谷
篤
史
君
�
�
は

｢

津
波
で
家
を
失
っ
た
悲

し
み
が
抜
け
切
れ
て
い
な

い
中
で
の
卒
業
は
複
雑
な

気
持
ち
。
だ
が
、
ち
ゃ
ん

と
卒
業
証
書
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。
次
に
同
級
生
の
み
ん

な
と
再
会
す
る
の
は
二
十

歳
に
な
る
五
年
後
。
そ
の

時
ま
で
に
気
仙
沼
が
復
興

で
き
る
よ
う
、
で
き
る
こ

と
を
精
一
杯
頑
張
り
た

い｣

と
話
し
て
い
た
。

気
仙
沼
市
内
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
々(

判
明
分)

の
氏
名
な
ど
を
順
次
掲
載

し
て
き
ま
し
た
が
、
発
表

の
中
で
氏
名
や
住
所
の
訂

正
、
変
更
が
数
多
く
あ
り

ま
し
た
の
で
再
掲
し
ま

す
。

【
面
瀬
小
学
校
】

梶
原
英
志

赤
岩
老
松

齋
藤
み
わ
子

東
み
な
と

町小
野
寺
要
三

赤
岩
港

齋
藤
瑞
磨

東
み
な
と
町

薬
王
堂
気
仙
沼
田
中
前

店
は
毎
日
午
前
九
時
ご
ろ

か
ら
午
後
二
時
ご
ろ
ま
で

営
業
し
て
い
る
。
店
内
の

混
雑
を
避
け
る
た
め
に
入

店
人
数
を
制
限
し
て
対

応
。
二
十
四
、
二
十
五
日

は
店
内
整
理
の
た
め
、
休

店
す
る
。

ク
ボ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

や
飲
食
店｢

ま
る
ま
つ｣

な
ど
も
営
業
し
て
い
る
ほ

か
、
移
動
販
売
業
者
も
見

ら
れ
る
。

市
内
田
谷
、
丸
和
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
毎

日
、
灯
油
を
販
売
し
て
い

る
。
多
く
の
人
に
平
等
に

行
き
渡
る
よ
う
に
一
人
十

㍑

(

一
㍑
百
円)

に
限

定
。
配
送
セ
ン
タ
ー
に

残
っ
て
い
た
も
の
を
配
送

車
に
詰
め
て
販
売
し
て
い

る
。佐

藤
博
人
所
長
代
理
�

�
に
よ
る
と
、
ガ
ソ
リ
ン

は
現
在
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
底

を
つ
き
、
緊
急
車
両
に
は

ハ
イ
オ
ク
で
対
応
し
て
い

る
。
二
十
五
日
に
四
千
㍑

入
る
予
定
だ
が
、
当
分
は

緊
急
車
両
用
と
い
う
。

佐
藤
所
長
代
理
は｢

タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
な
か
な

か
入
っ
て
来
な
い
の
で
大

変
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
た

め
に
頑
張
り
ま
す｣

と
話

し
て
い
た
。

田
中
前
の
酒
店｢

小
野

寺
屋｣

(

小
野
寺
正
悦
店

長)

で
は
、
地
震
被
害
は

少
な
く
、
す
ぐ
に
掃
除
を

し
て
店
を
開
け
た
。
妻
の

節
子
さ
ん
�
�
は｢『

不

安
で
夜
眠
れ
な
い』

と
い

う
人
が
、
日
本
酒
や
焼
酎

な
ど
を
買
っ
て
い
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た｣

と
複
雑

な
様
子
。
た
ば
こ
を
求
め

る
人
も
多
い
が
、
す
べ
て

売
り
切
れ
た
。
入
荷
の
め

ど
は
立
た
な
い
と
い
う
。

衣
料
品
店｢

ア
メ
リ
カ

屋｣
(

高
橋
裕
一
店
長)

も
電
気
の
復
旧
に
伴
い
、

営
業
を
再
開
し
た
。
店
舗

は
地
震
、
津
波
で
被
害
を

受
け
た
が
、
商
品
の
七
割

は
無
事
だ
っ
た
。

高
橋
店
長
は｢

下
着
や

靴
下
な
ど
が
あ
る
の
で
一

日
で
も
早
く
開
け
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
少
し

で
も
協
力
で
き
れ
ば｣

と

し
、
二
割
引
で
販
売
し
て

い
る
。

田
中
前
の
ス
ズ
キ
薬
局

(

鈴
木
進
店
長)

で
は
、

震
災
翌
日
の
十
二
日
か
ら

店
を
開
け
た
。
今
は
花
粉

症
、
風
邪
薬
が
売
れ
る
。

上
田
中
の
グ
リ
ー
ン
薬
局

(

畠
山
洋
子
代
表)

も
同

日
か
ら
営
業
開
始
。
水
道

が
復
旧
し
て
き
た
た
め
、

シ
ャ
ン
プ
ー
が
売
れ
始
め

て
い
る
。
両
店
と
も
今
後

の
入
荷
予
定
は
な
い
が
、

在
庫
が
あ
る
限
り
営
業
す

る
と
い
う
。

市
内
田
中
前
の
気
仙
沼

青
果
物
流
通
市
場(

菅
野

卓
夫
社
長)

で
は
、
き
の

う
二
十
二
日
か
ら
本
格
的

に
営
業
を
始
め
た
。
十
五

日
ご
ろ
か
ら
愛
知
産
の

キ
ャ
ベ
ツ
、
盛
岡
産
の
白

菜
や
ダ
イ
コ
ン
な
ど
を
入

荷
し
て
い
た
。
地
場
物
も

少
し
ず
つ
入
り
始
め
て
い

る
。入

荷
量
は
震
災
前
の
四

分
の
一
ほ
ど
だ
が
、
今
後

は
徐
々
に
増
え
て
く
る
見

通
し
だ
と
い
う
。

市
内
の
量
販
店
や
小
売

店
な
ど
十
以
上
の
業
者
が

買
い
付
け
に
来
て
い
る
ほ

か
、
市
も
自
衛
隊
炊
き
出

し
用
の
野
菜
を
購
入
。
福

祉
施
設
、
病
院
向
け
の
野

菜
を
買
い
に
来
る
業
者
も

い
る
。

価
格
は
通
常
時
よ
り
わ

ず
か
に
高
い
が｢

驚
く
ほ

ど
上
が
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
安
心
を｣

と

菅
原
一
也
常
務
。
買
い
受

け
人
に
は
買
い
占
め
し
な

い
よ
う
に
呼
び
掛
け
た
。

こ
の
日
、
買
い
付
け
に

来
た
市
内
百
目
木
の
移
動

販
売
業
者
は｢

品
物
を
集

め
て
今
週
末
に
は
唐
桑
に

行
き
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
を

気
に
し
な
が
ら
に
な
り
ま

す
が
…｣

と
話
し
て
い
た
。

岩
渕
亀
男

松
崎
片
浜

後
藤
幸
五

松
崎
中
瀬

佐
々
木
信

浜
町

佐
藤
美
代
子

新
浜
町

小
野
寺
正
子

東
み
な
と

町豊
島
圭
一
郎

松
崎
片
浜

小
松
俊
広

西
中
才

橋
沼
忠

港

熊
谷
孝

岩
月
千
岩
田

及
川
千
恵

赤
岩
牧
沢

近
藤
ミ
キ
子

波
路
上
牧

菊
田
俊
雄

波
路
上
牧

三
浦
正
三

波
路
上

伊
藤
孝
之

福
美
町

尾
形
宏

小
々
汐

三
浦
千
恵
子

波
路
上
杉

ノ
下

三
浦
栄
子

〃

横
堀
佳
男

〃

三
浦
悦
子

〃

齋
藤
柚
乃

赤
岩
港

横
山
陽
子

仙
台
市
太
白

区三
浦
叶
宣

波
路
上
明
戸

鈴
木
セ
ツ
子

岩
月
台
の

沢鈴
木
宗
夫

〃

吾
妻
孝
行

南
町

小
野
寺
一
栄

波
路
上
瀬

向畠
山
忠
幸

波
路
上
杉
ノ

下畠
山
昭
二

〃

三
浦
幸
江

〃

佐
藤
正
之

〃

八
重
樫
春
代

松
崎
前
浜

佐
藤
圭
太

波
路
上
杉
ノ

下熊
谷
真
紀
子

小
松
栄
吉

錦
町

小
松
幸
子

内
の
脇

佐
藤
明

本
吉
町
大
椚

村
上
孝
夫

東
み
な
と
町

半
沢
知
子

東
八
幡
前

小
山
喜
久
雄

唐
桑
町
宿

浦佐
藤
政
寿

仲
町

小
野
寺
米
雄

南
郷

小
野
寺
規
一

内
の
脇

小
山
純
市

小
野
た
け
の

岩
月
台
ノ

沢阿
部
敏
子

内
の
脇

…
…
…
…
…
…
…
…

遺
体
は
遺
族
に
引
き
取

ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
安
置
所
は
新
城
、

白
山
、
階
上
、
面
瀬
各
小

学
校
、
大
島
公
民
館
、
唐

桑
体
育
館
、
本
吉
響
高
校

で
す
。
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気
仙
沼
市
田
中
前
や
上
田
中
、
田
谷
地
内
な
ど
で
は
、
震
災
直
後

か
ら
営
業
を
続
け
て
い
る
店
舗
が
あ
る
ほ
か
、
電
気
の
一
部
復
旧
と

と
も
に
営
業
を
再
開
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
た
。
物
資
、
ガ
ソ
リ
ン

不
足
な
ど
の
た
め
に
商
品
は
入
荷
し
に
く
い
状
況
が
続
い
て
い
る

が
、
在
庫
分
だ
け
で
も
�
と
、
食
料
や
燃
料
、
薬
な
ど
を
必
要
と
す

る
人
た
ち
の
需
要
に
応
え
て
い
る
。

入荷物が増え始めてきた気仙沼青果物流通市場

数量限定での灯油販売

��
��
��
��
��
��
��
		

�
�
�

�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

�
�
	



)
*+
,
-
.
/
�
0

�
�
�

�
�

1
2
*
3
4
*
5
*

6
7
8
�

9
:
;
<
=
>
?
@



�

�



�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

悲
し
み
を
乗
り
越
え
卒
業
式

(

気
仙
沼
中)


